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   東京工業大学、慶応大学卒
   サンフランシスコ大学名誉理事
   元コクヨ株式会社相談役
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フェローシップ・プログラム
１９９１年の設立以来、原財団は、情報通信関連及びコンピューターと先端医療を
つなぐ、総合知的通信システム領域において、秀でた基礎研究をしている若い研
究者に対する助成(フェローシップ)を行って参りました。中でも海外への論文発表
のための渡航費用の助成を行っており、過去２9年間で４4０名余りの優秀な研究
者が当財団の助成を受けて、世界へと羽ばたいております。これからも年２回の助
成募集を行い、より多くの研究者の助けになって行く所存 です。
 

ＩＴ関連セミナープログラム
１９９８年にスタートさせた、セミナー・プログラム企画は、毎回、各界でご活躍され
ている優秀な講師陣をお招きし、スタート以来、既に７００を越えるセミナーを開催
して参りました。
取り上げたテーマは、すべてＩＴ関連分野のもので、モバイブル・コンテンツ・ビジネ
ス、ＢＳデジタル放送、ブロードバンド・ケーブルＴＶ、それに第4世代のモバイブル・
コミュニケーション端末など 多岐に渡っております。
セミナーは主に首都圏で年平均３０～４０回の割合で開催され、出席者は１００
人前後です。
セミナーに加えて、原財団では、毎年秋に米国シリコン・バレーへの調査・研究の
ための視察団を組織し、派遣する活動も行っております。
経験豊かな講師陣の講演会やセミナーを交えて現地のＩＴ事業の実際を体験す
る試みを実施しております。
 

アライアンスフォーラム会議の企画及び運営
原財団のもう一つの重要な活動は、バイオ・テクノロジーやＩＴテクノロジーの各分
野におけるアライアンス(事業提携)を目的とする、アライアンス・フオーラム会議の
企画及び運営です。
これらの分野における研究開発は、日々 目を見張るほどの躍進を続け、特に産・
学・官の間におけるアライアンスは活流化しております。
アラインス・フオーラム会議において、私達は2つの大きな 目標を揚げました。
一つは、２１世紀の新しい価値基準の想像です。
現代の常識として信じれられている周知目標や、価値基準にメスを入れ、時代に
即した、全く新しい価値基準を見出し、国内外に広く提言してゆこうというもので
す。
また、近い将来、コンピュータに替わるといわれている、ＰＣＵプラットフォームの開発
研究・模索にも力を入れております。
もう一つは、日本のベンチャー企業家や、大企業、大学をスピンオフした方々が創り
出される優れた技術の中で、世界基準になる可能性を持つ企業を世界に送り出
して行く仕組みを作ること です。これらの目標を踏まえ、原財団では、国際社会で
の優れたアライアンス・フォーラム企画を手掛けております。
テクノロジー・セミナー・プロジェクトテクノロジー・セミナーは、ＩＴ分野において卓越
した技術を有する様 な々ベンチャー企業のＣＥＯの方 を々お招きして、プレゼン
テーション形式のセミナーです。
このセミナー開催の目的は、これらのベンチャー企業が有する、世界標準に成りう
るよう、優れ た技術をより多くの人 に々知っていただくと共に、将来彼らの良きパー
トナーとなる可能性を秘めた、企業あるいは個人との出会いの場を提供すること
です。
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フェーローシップ対象領域

細胞間制御ソフトウエア、細胞・分子遺伝システム、物質・神経・感情制御システム等
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この法人は、知的処理と情報処理が高度に融合した総合知的通信システム ( 以下「総合システム」という ) を実現するため、情報通信
におけるＡＩ技術 ( 人工知能技術 )、マルチメディア通信技術、コンピュータ間通信技術、生体情報伝達システム技術等に関する研究
調査を行う者に対する助成等の支援を行うとともに、学界及び産業界の連携を仲介することにより、上記新技術の事業化を支援し、もっ
てわが国の情報通信技術の発展に寄与することを目的とする。

【財団の目的】

【財団のめざすもの】
コンピュータ・サイエンス分野とバイオ・サイエンス分野は比較的近い将来、融合し、ある部分では切っても切れないひとつの研究
領域へと進化発展していくものと考えられま す。
"Computing is Networking"という言葉がありますように、コンピュータの原理を掘り下げていくと、ネットワーク通信の理論そのもの
に突き当たって参ります。
そしてより 人間社会に役立つコンピュータの研究を進めていくとなると、電気信号の伝達理論である神経のメカニズム、細胞間の通
信メカニズム、遺伝子間の複合通信の仕組みを解明していくことが必然となっていきます。
正にバイオテクノロジーやライフサイエンスの領域にコンピュータ・サイエンスが通信という不変の原理として融合していく訳です。
こうした原理を解明することができれば、バイオテクノロジーの分野でも、今まで不治の病とされていた難病の原理解明が行われたり、
また、コンピュータテクノロジーの分野でも、より人間に近い、使い易いシステムが出来上がっていくことになるでしよう。
原財団は、コンピュータとバイオをつなぐ、総合知的通信システム領域において、秀でた基礎研究をしている研究者に対する助成 ( フェ
ローシップ ) を行うことを事業の一つとしております。
また、アライアンスフォーラムを米国アライアンスフォーラム財団と共催で開催し、国際交流の促進に貢献するとともに、ＴＭＯ( 

Technology Marketing O�ce )の推進を行い、国境を越えた産・学・官の間のアライアンスに貢献していきたいと考えています。
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